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（仮称）課題解決技術支援ツール（試行版）作成の背景・目的

背景

 これまでの自治体ヒアリングや下水道技術開発会議でのご意見

 自治体職員の技術情報の認識不足。

 課題を認識したとしても、解決策の探し方が分からない。

 職員数や予算が限られる自治体では、何が課題であるのかを考える余裕が
無いのではないか。 等

 技術ニーズ/シーズの情報共有方法として課題チェックシートを検討してはどうか。

課題チェックシートの目的：

① 現在直面している技術的課題・ニーズを各事業主体が認識すること

② 課題を認識した上で、現在あるサポート内容を把握し、解決のための一歩を
踏み出すこと

③ 既存のサポート内容では解決困難な場合、もしくは解決策が無い場合は、
その課題・ニーズを明確化し、情報発信する → 産官学で解決策検討へ
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令和３年度第2回会議での委員からのご意見を踏まえた改善方針

委員からご意見（名称について）

自治体に課題を認識してもらい、それを解決する技術に導くという当初の視点に基づき、

「課題技術解決シート」等の名称はどうか。

ご意見を踏まえた名称の変更方針

「課題解決技術支援ツール（試行版）」と名称を変更。

※他の名称候補：「課題技術解決シート」、「課題チェックシート」、「下水道技術データバンク」

 （仮称）課題解決技術支援ツール（試行版）の一般公開

６月２７日（月）にweb上で一般公開、（URL：https://sewage-tech.net/）
各地方公共団体へ事務連絡通知・ホットインフォメーションを通した広報を行ったところ。

今年度の改善方針

①地方公共団体職員及びコンサル企業等を想定ユーザーとした活用イメージ集の作成

②3自治体程度を対象にツールの使用感・改善点についてヒアリングを実施。

③10自治体程度を対象に、自治体が直面している技術的課題や新技術導入の検討状況

についてアンケートを実施。
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（仮称）課題解決技術支援ツール（試行版）のデモ操作

操作例① フリーワードからの技術検索

操作例② 自治体の課題チェック

参照：https://sewage-tech.net/
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操作例① フリーワードからの技術検索

手順① フリーワードタブの検索ボックスに検索したい技術のキーワードを入力します

※例として「管路診断」と検索した場合、技術的課題解決策が1件、関連ガイドラインが

3件該当します
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操作例① フリーワードからの技術検索

手順② 課題解決策や関連ガイドラインの詳細を確認します

※例として「管路診断」と検索した場合、技術的課題解決策として「ICTを活用した

総合的な段階型管路診断システムの確立にかかる実証事業」について表示されます
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操作例② 自治体の課題チェック

手順① 自治体タブから任意の自治体を選択します

※例として横浜市を選択しています

ⅰ)都道府県を選択

ⅱ)市町村を選択

ⅲ)事業名を選択

ⅳ)結果を表示

ex) その他任意の自治体との比較も可能です
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操作例② 自治体の課題チェック

手順② カネ、ヒト、モノの項目ごとに結果が表示されます

本ツールでは経費回収
率100%を判断の基準値

としています

本ツールでは類似団体
平均値を判断の基準値

としています

本ツールでは耐用年数
（20年もしくは50年）を判
断の基準値としています

本ツールでは類似団体
平均値を判断の基準値

としています
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操作例② 自治体の課題チェック

手順③ ページ下部で課題と思われる項目を選択すると技術的課題解決策が表示されます
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支援ツール（試行版）の使用感に関するヒアリング

 3自治体程度を対象にツールの使用感・改善点についてヒアリングを実施予定

都市名 ヒアリング日時

A市 令和4年7月29日予定

B市 令和4年7月12日

C市 令和4年7月中 予定

絞り込み要件①：関東、近畿、九州エリアからそれぞれ1都市づつ選定

絞り込み要件②：行政人口1万人以上、20万人未満

絞り込み要件③：複数の処理場を有し、最も供用年の早い処理場が30年以上経過

 「フリーワード」機能について

 「自治体」機能について

 「ホットワード」機能について

 その他機能について

 ヒアリング内容
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B市のヒアリング結果

 「フリーワード」機能について

• B市で最も関心のあった「不明水対策」について検索した。

• B市では昔から不明水が問題となっており、以前よりカメラ調査等を行っている。

• 今後、限られた財源の中で、どのような対策を選択し対応すべきか、悩んでいる。

• 検索結果を見て、これまでの認識を確認することが出来、初めて使用する者にとても分かりやすい

と思う。

 「自治体」機能について

• 比較結果の表について、「比較対象①、②、③」ではなく選択した市町村の名前が表示された方が

有り難い。

• 課題解決方法の検索結果について、必要なガイドラインが網羅されおり、分かりやすい。

• 課題解決方法の検索結果に先行事例として処理場名が表示されている場合があるが、所管自治

体（県や市町村）の名前も表示されると分かりやすい。

 「ホットワード」機能について

• こちらも「不明水」で検索した。関連ガイドライン・マニュアルが２件ヒットするが、このうち、各々の

閲覧数（どちらが閲覧数が多いか）が表示されると、早く答えに行きつくかもしれない。

その他機能について

• 同じ区分に分類されている類似団体の検索が容易になると良いと思う。
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